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特許検索事例研究会 ～拒絶理由に学ぶ特許検索式の立案ノウハウ～ 

 

「演習問題１０：農作業機」の事例解説 

 

１．演習問題１０の内容 

演習問題１０の題材公報は「特開２０１８－０６４５９０：農作業機」です。この特許出願

の請求項１の新規性を確認するための検索式を検討してください。 

 

【発明の名称】農作業機 

【要約】【課題】適切に自動走行を実施できるようにする。 

【解決手段】手動操舵によるマニュアル走行と自動操舵による自動走行とを切替可能な

走行機体Ａと、メータパネル３６と、自動走行のモードであることを表示するモード表

示部とを備え、メータパネル３６とモード表示部とが別個に設けられている。 

【請求項１】 

手動操舵によるマニュアル走行と自動操舵による自動走行とを切替可能な走行機体と、 

メータパネルと、 

前記自動走行のモードであることを表示するモード表示部とを備え、 

前記メータパネルと前記モード表示部とが別個に設けられている農作業機。 

 

そして、拒絶理由の中で、【請求項１】の新規性を否定するとして示された引用文献が２

件ありました。 

 

引用文献１：特開２００８－０９２８１８ 

引用文献２：特開２００７－０６０９８２ 

 

＜拒絶理由通知書に記載された審査官のコメント＞ 

引用文献１には、手動操舵によるマニュアル走行と自動操舵による自動走行とを切替可

能な走行機体（段落［００２５］，［００２７］）と、メータパネル（メータパネル７の

うちのメータが表示されている下の部分、図４）と、前記自動走行のモードであること

を表示するモード表示部（自動運転表示ランプ４１）とを備え、前記メータパネルと前

記モード表示部とが別個に設けられている（図４において、自動運転表示ランプ４１

は、メータが表示されている部分とは別に設けられている。）農作業機（田植機）、が開

示されている。 

また、引用文献２にも、メータパネル（表示パネル４０）とモード表示部（マーカ４１

ａ、）とが別個に設けられた（段落［００１７］）農作業機（ロータリを備えたトラク

タ、図１）が開示されている。 

したがって、本願の請求項１に係る発明と引用文献１や２に記載された発明は、いずれ

も発明特定事項に差異が無い。 

 

皆様は、この引用文献を抽出することができたでしょうか？ また、どのような検索戦略

https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1800/PU/JP-2018-064590/893B099057C0B01E4A99024480BF704D5F25C4FA43FB23756B1AF35A472456B7/11/ja
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1800/PU/JP-2008-092818/881B1E3CDC41D6DC9778D0FDA6DFCC96A93C95C6DF7BEBA6668B21EA953519FB/11/ja
https://www.j-platpat.inpit.go.jp/c1800/PU/JP-2007-060982/7AEC637476CF497DC3D408FD9CEB2EB06A843269EB98205118B502556FEBE3E2/11/ja
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を立案すればヒットさせられるでしょうか？ 

 

 

２．発明の認定および題材公報と引用文献との対比 

まずは、調査対象とした発明の認定作業から行いましょう。今回は「スマート農業」に関

する題材を選定しました。 

「スマート農業」として思い浮かぶのは、無人で自動走行するトラクター、コンバイン、

田植え機といった農作業機ではないでしょうか？ 

今回の題材はマニュアル走行と自動走行とを切替え可能な農作業機です。さらに、特徴を

説明すると、自動走行モードであることを表示するモード表示部を備えており、そのモー

ド表示部はメータパネルとは別個に設けられているという発明になります。 

 

「農作業機」の「自動走行」に関するもので、「自動走行モード表示部がメータパネルと

は別個」に設けられている先行技術を探し出すことになります。 

 

ここで、題材公報と引用文献に付与されている特許分類やキーワード表現の、一致点、相

違点について確認してみましょう。図１は題材公報と引用文献の対比表です。 
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図１ 題材公報と引用文献の対比表 

 

特許分類について比較してみると、ＦＩについては「Ａ０１Ｂ６９／００，３０３：自動

題材公報 引用文献１ 引用文献２
特開2018-064590 特開2008-092818 特開2007-060982

公報発行日 2018/4/26 2008/4/24 2007/3/15
出願人 株式会社クボタ ヤンマー株式会社 井関農機株式会社

図面

A01B69/00,302

A01B69/00,303A
[自動操向制御装置の入切・手動操作]

A01B69/00,303A
[自動操向制御装置の入切・手動操作]

A01B69/00,303M
[一定方向を検出して操向するもの]

A01B69/00,303T
[田植機として特徴のあるもの]

A01C11/02,331B
[苗用移植機械の操向車輪の操作系]

A01C11/02,331D
[苗用移植機械の進路自動検出]

A01C11/02,331Z
[苗用移植機械の操向装置のその他]

B62D6/00[自動操向制御装置]
B62D113:00[操向機構の動作位置]

G05D1/02H[自立走行車]
G05D1/02N[農業用の位置または進路の制御]

EE01：表示装置 DA01：手動操向と自動操向との切替

3D232
[走行状態に応じる操向制御]

5H301
[移動体の位置、進路、高度又は姿勢の制御]

自動操舵、自動走行、自動操舵走行 自律走行、自動運転、自動旋回走行 自動操縦、自動操向

手動操舵、マニュアル走行 手動走行 手動操縦、手動操作

走行のモード、走行時 運転中、走行モード、走行時 操縦モード

表示、表示部 表示ランプ 表示

対比公報

ＦＩ
(公報記載)

Ｆターム
(公報記載)

キーワード

2B043 [農業機械一般（３）操向]

2B062 [移植機（３）（田植機の要素）]

BA45：自動操向
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操向制御装置を有する農業機械または器具」の階層については３件に共通して付与されて

いました。さらに下位階層の細分類まで比較すると、「Ａ０１Ｂ６９／００，３０３Ａ：

自動操向制御装置の入切・手動操作」については、題材公報と引用文献２に共通して付与

されていました。また、「Ａ０１Ｃ１１／０２，３３１：苗用移植機械の操向装」の階層

については、題材公報と引用文献１に共通して付与されていました。 

Ｆタームについては、「Ａ０１Ｂ６９／００，３０３」に対応する「２Ｂ０４３：農業機

械一般(３)操向」のテーマが題材公報と引用文献２に付与され、「Ａ０１Ｃ１１／０２，

３３１」に対応する「２Ｂ０６２：移植機(３)田植機の要素」のテーマが題材公報と引用

文献１に付与されています。Ｆタームの詳細な分類コードについては「２Ｂ０６２ＢＡ４

５：田植機の自動操向」の細分類が、題材公報と引用文献１に共通して付与されていまし

た。 

 

キーワード表現について比較してみると、「自動走行」の概念については、「自律走行」

「自動運転」「自動操縦」「自動操向」「自動操舵」というキーワード表現が見られまし

た。「マニュアル走行」の概念については、「自動走行」の「自動」の部分を「マニュア

ル」「手動」と置き換えた表現が見られました。「自動走行モード」の概念については「走

行モード」という表現に他にも「走行時」とか「走行中」といった表現がなされていまし

た。 

 

効果的に引用文献をヒットさせるためには、共通性が高い分類を見つけ出し、検索式に採

用することと、キーワード指定を行う時には、類義語表現についてケアすることが必要と

なります。皆様は、共通性が高い特許分類を特定し、適切な類義語展開を実施することが

できたでしょうか？ 

 

 

３．検索報告書からの学び 

今回の題材では登録調査機関に検索外注が行われ、登録調査機関より検索報告書が作成さ

れていました。検索報告書の中では検索論理式やスクリーニングサーチの結果について報

告されているので、登録調査機関の調査員が、どのような検索アプローチを実施している

のかを確認できます。 

 

今回の調査は国内と外国の両方の調査が行われていましたが、国内特許については、Ｎ

ｏ．１～２４の検索アプローチが行われていました。実際に行われた検索論理式とヒット

件数を図２に示しました。 
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図２ 検索報告書の検索論理式 

 

Ｎｏ．１～１０では、農業機械一般に関連するＦタームを指定した検索が行われ、Ｎｏ．

１１～１２では、農業機械一般に関連するＦＩを指定した検索が行われています。 

Ｎｏ．１３では田植機に関連するＦタームを指定し、Ｎｏ．１４では田植機に関連するＦ

タームを指定した検索が行われていました。 

Ｎｏ．１５～１９では、収穫機に関連するＦタームを指定した検索が行われ、Ｎｏ．２０

～２２では、収穫機に関連するＦＩを指定した検索が行われています。 

■検索論理式
年月範囲： 年 月 日～2014年　 7月　17日
【Ｎｏ．】 【クレームＮｏ．】 【テーマコード】 【検索論理式】 【件数】

1 1-6 2B043 DA01*EE01*EE08 2

2 1-6 2B043 DA01*(EE01+EE08)-\01 25

3 1-6 2B043 EE01*EE08-\01～\02 66
4 1-6 2B043 EE08-\01～\03 25
5 1-6 2B043 EE01*BA02*BB06-\01～\04 87
6 1-6 2B043 EE01*BB06-\01～\05 21
7 1-6 2B043 EE01*BA02*BB01-\01～\06 46
8 1-6 2B043 EE01*BA02-\01～\07 101
9 1-6 2B043 EE01-\01～\08 59

10 1-6 2B043 DA01*[(表示+ディスプ+パネル)/TX+??表示+??ディスプレイ
+??パネル]-\01～\09

70

11 1-6 2B043 A01B69/00,301-\01～\10 68
12 1-6 2B043 (A01B69/00,303@A+A01B69/00,303@T)*[(表示+ディス

プ+パネル)/TX+??表示+??ディスプレイ+??パネル]-\01～\11

85

13 1-6 2B062 BA45*[(表示+ディスプ+パネル)/TX+??表示+??ディスプレイ
+??パネル]-\01～\12

37

14 1-6 2B062 (A01C11/02,331@Z+A01C11/02,331@B)*[(表示+
ディスプ+パネル)/TX+??表示+??ディスプレイ+??パネル]-\01
～\13

47

15 1-6 2B076 ED22*ED25-\01～\14 36
16 1-6 2B076 ED22*[自動,10C,(走行+操向)/TX]-\01～\15 61
17 1-6 2B076 ED22*(CD02+CD03)-\01～\16 46
18 1-6 2B076 ED22*(ディスプレイ+パネル+メータ)/TX-\01～\17 104
19 1-6 2B076 ED22-\01～\18 119
20 1-6 2B076 A01D69/00,301*[(表示+ディスプ+パネル)/TX+??表示+??ディス

プレイ+??パネル]*[自動,10C,(走行+操向)/TX]-\01～\19
26

21 1-6 2B076 A01D69/00,301*[(表示+ディスプ+パネル)/TX+??表示+??ディス
プレイ+??パネル]*(操縦+キャビン)/TX-\01～\20

134

22 1-6 2B076 A01D69/00,301*[(表示+ディスプ+パネル)/TX+??表示+??ディス
プレイ+??パネル]-\01～\21

58

23 1-6 2B043,2B062,2B07
6,2B060,2B041,2B0
52,2B054

[メータ,15N,(表示部+表示装置+ディスプレイ+モニタ)/TX]-\01
～\22

134

24 1-6 2B043,2B062,2B07
6,2B060,2B041,2B0
52,2B054

[メータ,15N,(表示部+表示装置+ディスプレイ+モニタ)/TX]-\01
～\22

19
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さらに、Ｎｏ．２３～２４では、キーワードを主体とした検索が行われています。 

 

トラクター、コンバイン、田植え機といった、各種の農作業機に関連する特許分類とし

て、「農業機械一般」「田植機」「収穫機」のＦＩとＦタームを洗い出し、検索が行われた

様子を伺うことができます。また、特許分類にとらわれることがない、キーワード指定を

主体とした検索についても手当てが行われている様子もうかがえました。 

 

Ｎｏ．１０の検索式により、引用文献２が抽出され、Ｎｏ．１３の検索式で引用文献１が

抽出されました。どちらの検索式もＦタームを指定した検索式であり、先行技術調査の場

合には、適切なＦタームを選定することが重要であることを示していると思われます。 

 

次に、スクリーニングが行われた結果を図３に示しました。国内特許調査により、１０件

の文献が抽出されました。ＮＯ．１が「引用文献１」であり、Ｎｏ．４が「引用文献２」

になります。 

 

 

図３ 検索報告書のスクリーニングサーチの結果 

 

ＮＯ．１の「引用文献１」は拒絶理由の中で、新規性を否定する引用文献として提示され

ているのですが、検索報告書の中の代表カテゴリの評価は「Ｘ(エックス)：新規性なし」

ではなく、「Ａ：一般の技術水準を示すもの」の評価となっています。ＮＯ．４の「引用

文献２」は拒絶理由と同じく、「Ｘ(エックス)：新規性なし」の評価が行われています。 

 

「Ａ評価」とされた理由については、図４に示したメータパネルの図面を見ると予想が付

きます。 

 

■スクリーニングサーチの結果
【Ｎｏ．】 【提示文献の種別】 【対話型追加文

献の種別】
【提示文献】 【代表カテゴリ】 【式Ｎｏ．】

1 特許文献 特開２００８－０９２８１８号公報 A 13

2 特許文献 特開２００５－０６５６３５号公報 A 23

3 特許文献 特開２００２－３５８１２２号公報 A 24

4 特許文献 特開２００７－０６０９８２号公報 X 10

5 特許文献 特開平０９－１７１４０９号公報 A 8

6 特許文献 特開平０５－１７３６３３号公報 A 24

8 特許文献 特開２０１２－１５７３３５号公報 A 5

9 特許文献 特開２００７－２４８３３６号公報 A 7

10 特許文献 特開平０７－０４６９１５号公報 A 5

11 特許文献 特開２００３－０８８２１４号公報 A 5
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図４ 引用文献１のメータパネルの図面 

 

 

図４の中で、「自動運転表示ランプ４１(赤色枠で表示)」は「メータパネル７(緑色枠で表

示)」上に設けられており、検索報告書のサーチャーは「自動走行モード表示部がメータ

パネルとは別個」に設けられているとは判断しなかったのではないかと思われます。しか

し、審査官は、燃料残量が目盛り表示されている青色枠の部分がメータパネルに相当する

と捉え、青色枠のメータパネルとは別個に赤色枠の自動走行表示ランプが設けられている

ことから、新規性を否定する引用文献として採用したようです。 

 

図面を見てスクリーニングを実施する際に、上記の図４をパッと見ただけで、「自動走行

モード表示部４１はメータパネルとは別個である」と見極めることができるでしょうか？ 

私は「自動走行モード表示部４１はメータパネル７とは一体である」として抽出対象では

ないと見過ごしてしまうような気がします。 

 

 

４．検索戦略とスクリーニング戦略の両方を踏まえた調査戦略 

上記の図４に示された引用文献１を的確に抽出するためには、『機械検索ではどのような

記載がある公報が含まれる検索母集合を作り、スクリーニングではどのような記載がある
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公報を人間が目で見て抽出するのか』を明確にして特許調査に取り組む必要があると思い

ます。すなわち、検索戦略とスクリーニング戦略を明確にして特許調査を実施すべきとい

うことです。 

今回の事例では、機械検索では「自動走行モード表示部」について記載されている公報が

含まれる検索母集合を機械検索で作成し、人間が実施するスクリーニングでは、「自動走

行モード表示部がメータパネルとは別個に設けられていること」が記載されている先行技

術文献を抽出するという調査戦略で臨むということになると思います。 

 

さらに、今回の事例では、スクリーニングの進め方について学ぶべきことがあると思いま

した。 

題材公報で示された図のように、メータパネル３６と自動操舵走行であることを示すモー

ド表示部１０２があるコンソールＤとが、ひと目で見て別々の部分に設けられている図で

あれば、全図スクリーニングを行う中で間違いなく抽出できると思いますが、先に示した

図４の引用文献１のメータパネルのようなケースでは抽出せずにスクリーニングを進めて

しまう可能性があります。 

また、引用文献２の操作部を次の図５に示しました。引用文献２においても、表示パネル

４０の中に表示装置４１が設けられており、この図を見ただけでは「自動走行モード表示

部がメータパネルと別個である」とは読み取ることは困難です。実際には段落番号【００

１７】に記載されているように、表示装置４１を表示パネル４０ではなく、『ボンネット

の前端部分に設けても良い』と文章で説明がされていることから「自動走行モード表示部

がメータパネルと別個であること」が記載された先行技術として抽出されています。 
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図５ 引用文献２の操作部の図面 

 

このように、図４や図５の様な図面が記載されている引用文献を的確に抽出するために

は、スクリーニングを２段階で実施すると良いように思われます。 

具体的には、機械検索により作成した検索母集合を１次スクリーニングする段階では、

『自動走行モードであることを表示するモード表示部』が図面で表示されている公報を１

次抽出しておき、２次スクリーニングを行う段階で、『そのモード表示部がメータパネル

とは別個に設けられていると示唆されている記載の有無』を図面と発明の詳細な説明の文

章を詳細に精査して２次抽出するといったスクリーニング戦略に基づき抽出作業を行うこ

とが望ましいように思われます。 

 

 

５．実行したい検索式の具体例 

今回の題材で実施できたら良いと思われる検索式の例をご紹介します。 

 

（ＦＩ＝Ａ０１Ｂ６９／００，３０３Ａ 

＋ＦＴ＝２Ｂ０４３ＤＡ０１+２Ｂ０６２ＢＡ４５） 

 ×（ＦＴ＝２Ｂ０４３ＥＥ０１ 

＋全文＝[自動,自律,オート]*[表示,示す,告示,告知]語順指定あり１５文字以内） 

→ヒット件数：１５３件 題材公報：○ 引用文献１：○ 引用文献２：○ 
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自動走行に関連する特許分類に対して、自動走行モードを表示する概念のＦタームとキー

ワード群を掛け合わせた検索式です。 

 

名称+要約+請求項＝[自動,自律,オート]*[走行,操向,操舵,運転,操縦]語順指定あり

５文字以内 

×全文＝[手動,マニュアル]*[走行,操向,操舵,運転,操縦]語順指定あり５文字以内 

×全文＝[自動,自律,オート]*[モード,運転中,運転時,走行中,走行時]*[表示,示す,

告示,告知]語順指定あり２０文字以内 

→ヒット件数：３１３件 題材公報：○ 引用文献１：○ 引用文献２：○ 

「自動走行」の概念を表すキーワード群と「手動走行」の概念を表すキーワード群と、さ

らに、「自動走行モード表示」の概念のキーワード群を掛け合わせた、キーワード指定の

みの検索式です。 

 

 

６．今回の事例から学んだポイント 

今回の演習課題への取り組みにより得られた知見をまとめます。 

 

（１）特許調査戦略を考える際には、検索戦略とスクリーニング戦略の両方をセットで考

える。 

（２）スクリーニング戦略は１次抽出した後に２次抽出するといった段階を踏んで推し進

めると良い。 

 

ただ漠然と調査対象の発明が記載された先行技術を探しに行くのではなく、機械検索では

どのような内容のものをヒットさせ、そのヒットさせた母集合の中からどのような記載の

ものをスクリーニングで抽出するのかという、検索戦略とスクリーニング戦略を明確にし

て特許調査を実施したいですね。 

 

－以上－ 

 


